
 

 

 

 

  

●女子ソフトテニス団体 県大会初優勝！ 
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令和元年度 月刊      校長通信９号 

       （生徒・保護者版）    Ｒ１.12.26  

俊英ＮＯＷ 

選抜ソフトテニス県大会で、女子団体が、初

優勝を勝ち取りました。創部以来の快挙です。

（メンバーは、合津未海・篠田真帆・碓井姫乃・ 

 榎本優紗・小林まどか・服部美咲）  

団体男子は、2 回戦で敗退しましたが、個人戦

では実力を発揮し、優勝（西沢・若月ペア）  

準優勝（橋詰・柏木ペア）を勝ち取りました。  

１月に行われる北信越で全国大会を目指しま

す！（団体戦：女子 個人戦：男子４ペア） 



 

まつもとゆうき君のこと －ありがたい話― 

今から３０年ほど前のこと、まだ小さかった長男を連れて妻の実家、伊那市の春日城址公

園を散歩したことがあつた。一望できる市街の向こうに南アルプスが美しく連なっていて、そ

んな景色を眺めながらついつい思い出に耽
ふけ

った私は、「お前が生まれる前、お父さんとお母さ

んはよくこの公園を散歩したんだよ。」などと息子に語りかけた。「ふーん」とでも言うと思

いきや、息子「ぼく知ってるよ。」と、のたまふ。「でもお前が生まれる前だから。」と一応

諭
さと

してやると「ぼく見てたよ。」と息子、たじろぐ私。そして息子は、次のように言つた。

「ぼく見てたよ。石に上に座って見てたよ。まつもとゆうき君の石の上だよ。」････ 

「まつもとゆうき」？  初耳だった。その石でまだ生まれていない自分たちの子が自分たちを

じっと見ている。これは、あまり気味のいい話しではない。「まつもとゆうき君って、誰？」

と訊
き

くと、息子は「ぼく、知らない。」と答えた。妻に聞いても分らなかった。結局「まつも

とゆうき」が誰なのか、今も謎のままである。以上は、うそ偽
いつわ

りのない実話である。  

これ以後、名簿などを見るとつい「まつもとゆうき君」を探してしまう癖
くせ

がついた。残念

ながらこれまで「まつもとゆうき君」にお目にかかったことはない。（一度「松木祐樹」という

名前に出会って一瞬色めき立ったことがあった。）もしかしたら、息子はテレビなどでそんな名前

を小耳にはさんだだけかも知れない。でもこの奇妙な体験のため、「生まれ変わり」とか

「輪廻
り ん ね

」とかという現象を心のどこかで密かに信じてしまっている。  

「生まれ変わり」や「輪廻」のことはひとまずおくとしても、この体験を通して、運命の不思

議さについて思い至った。息子が生まれるためには、私と妻がどこかで出会わなければならな

かったわけだが、そこには何の必然性もなかったという不思議さである。私事で、本当に恐縮

だが、私は若い頃、クラシックギターを習っていたことがあった。先生の個人宅（「伊藤ギタ

ー教室」）で、週１回約３０分のレッスンを受けていた。レッスンの途中で次の生徒が部屋に

入ってきて控えのソファーに座ることになっていた。そして、私の次の順番が、たまたまのち

の私の妻だった。このタイミングが成立するためには、無数の偶然が折重なっていて、その微

妙なバランスがちょっとでも狂ったらこの出会いは実現していない。実現していなかったとす

れば、私の息子はこの世に生まれていない。  

この有り得ない偶然の采配は、もちろん息子に限ったことではない。私を含めて、ありと

あらゆる人々がこの世に生まれるためには、世代を貫いて繰り広げられる目も眩
くら

むような偶然

の果てしない連関が成立していなければならない。このことを考えただけでも、今、私たちが

ここに生きているということは、何と有り得ないことなのだろうか。  

「有り得ない」とは、言葉を換えると「有り難
がた

い」ということである。「有り難い」こと

だから「ありがたい」のだ。私たちは、自分が今ここに生

きていることが「有り得ない」＝「有り難い」ことである

ことを悟ることによってはじめて私たちは、自分が生きて

いることがいかに「ありがたい」かが解る。そして、「あ

りがたい」からこそ、私たちは、自分も他の人もかけがえ

のない存在として尊重しなければならないのである。  

校長ＥＳＳＡＹ（終業式の話） 


